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教科等研究会（小学校図工部会）
令和２年度 研究活動のまとめ

１ 研究テーマ

みんなで楽しく

「見つめ・感じ・つくりだす」授業づくり

２ 研究経過

第１回 第２回 第３回

7/6 30人 広 11/19 広 理 1/22 広 野

安 安 論 安 口

西 西 研 西 良

小 小 修 小 美

学 学 会 学 教

校 校 校 諭

３ 研究の概要

(1) 研究の内容

① テーマについて

本年度の上益城郡教科等研究会全体テーマ「児童生徒一人ひとりが輝く『分かる・でき

る』『楽しい』授業づくり」を受け、昨年度設定したテーマをさらに継続して研究を進め

ていくことにした。図画工作科の目標は、「表現及び鑑賞の活動を通して、造形的な見方

・考え方を働かせ、生活や社会の中の形や色などと豊かに関わる資質・能力を育成するこ

と」を目指している。しかし、図画工作科の授業において、「不器用だ」「不得意だ」と苦

手意識を持って過ごす子どももいる。そのような子どもたちも全員が参加でき、理解し、

習得し、活動していくことができるようにすることが求められる。そのため、授業のＵＤ

化の視点を持ち、「焦点化」「視覚化」「共有化」を図り「みんなで楽しく『見つめ・感じ

・つくりだす』図画工作科の授業づくり」を研究していくこととした。

また、『分かる・できる』『楽しい』授業づくりのためには、児童が興味を持つ教材・教

材との出会わせ方や全員が参加できるための手立て、児童それぞれの見方や考え方が生か

される手立てを研究していく必要があると考えた。さらに、それらに役立てるためのＩＣ

Ｔを有効に活用する場面や方法を研究していきたいと考えた。

② 理論研修

本年度は、コロナウィルス対策の観点から、例

年行っていた実技研修に代えて理論研修を行った。

理論研修会では、熊本県教育センターの髙森指

導主事をお招きし、「鑑賞の授業づくり」につい

て講話をしていただいた。「１学習指導要領につ

いて」と「２鑑賞指導の基本」の内容についての

講話をいただき、その後、数名ずつに別れ、講話

の内容についてグループ討議を行い、自分の実践

を紹介し合った。講話では、小学校の学習内容を

中心に新指導要領についての解説と児童生徒の作

品を例に挙げながら鑑賞指導の基本的な流れや、

評価についての具体例が紹介された。以下は、講

話の内容の一部である。

髙森指導主事による講話
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鑑賞指導の留意点

鑑賞の授業の進め方

鑑賞の授業では、児童それぞれの見方や考え方が深い学

びにつながることから、言語活動の充実を図ることが重要

であることが、会員間で再認識された。

グループ討議では、身近にある本物の美術作品を使っての授業や古墳などの遺跡を題材にした

鑑賞、描画の技術の上手下手という概念を壊す鑑賞の授業などが紹介された。実践交流を通して

鑑賞の授業に対する意欲が高まった会員が多かった。

今回の理論研修を通して、児童の作品の評価については、「今まで、子どもたちの作品につい

て話したり理解しようとする意識が足りなかったのではないかと思う。作品についてもっと話し

を聞き理解していきたい。」「評価は常に悩みの種だったが、成果物の評価に偏らないよう対話

を通して、途中段階をしっかりと見取っていくことを心掛け適切な評価につなげたい。」との感

想が寄せられた。また、鑑賞の授業づくりについては、「鑑賞の授業づくりのポイントを知った

ことで、自分の授業を振り返ることができた。」「自分との対話、言語活動などが充実できるよ

う実践を重ねていきたい。」「基本的な鑑賞の授業の流れなど勉強になった。」「今まで、なかな

か対話的な学びを行えていなかったので、今後の授業改善に生かしていきたい。」などの声が寄

せられた。

③ 研究授業

例年は、小学校・中学校各校から１回ずつ研究授業を行うが、本年度は、中学校からのみ、ビ

デオ視聴による研究授業を予定した。しかし、教科等研第３回が中止になったため、会員に配り

意見を寄せていただく形で研究授業に代えて行った。

(2) 成果と課題

○ 理論研修では、「鑑賞の授業づくり」を中心にして、新学習指導要領や評価について再確

認し、理論と実践とを結びつけるよい機会になった。

○ 時間は短かったが、鑑賞の授業について絞って研修をすることで、有意義な研修をする

ことができた。また、実践を交流することで、鑑賞の授業へ意欲が高まった。

△ 本年度は、小学校での研究授業ができなかったため、学習構想案についての研究が不十分

である。来年度に向けて、図画工作科の学習構想案について研究を深めていきた。

△ 令和４年度の県大会に向けて、新学習指導要領を受けての授業づくりや実践をさらに進め

ていきたい。

①教師の価値観をおしつけない。

②知識を学習するだけとならない。

③児童が対象をよく見て、感じ、思いをめぐらすこと

で自分の新しい価値観を産み出させるようにする。

④美術作品や優れた作品に多く触れさせ、そのよさや

美しさなどを感じ取らせる。

⑤言語活動を効果的に活用し、自他の意見などを交わす

ことで、思考を深める。

①作品の選定

②静かにじっくり見る

〇ＩＣＴの活用 〇学習室の工夫

③３つの問いかけ

「この作品の中で、どんな出来事が起きているでしょ

うか。」

「どこから、そう思ったのかな。」

「なるほど。もっと発見はありますか。」

御船中学校 野口 良美 教諭 第１学年３組 美術

「日本の美」～御船町の四季をイメージしたオリジナル和菓子を作ろう～

児童作品の評価の例

グループ討議をする会員
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４ 実践事例

(1) 【中学校での研究授業】 御船中学校 野口 良美 教諭 第１学年３組

美術科「日本の美」～御船町の四季をイメージしたオリジナル和菓子を作ろう～

(2) 学習構想案 （抜粋）
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